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総務費
13.75％

22億4,455万9千円
22億907万5千円

17億7,060万7千円
18億1,248万7千円

予算額 170億3,823万2千円
決算額 160億6,536万4千円

予算額 170億3,823万2千円
決算額 166億7,172万1千円

82億4,462万8千円
84億3,146万2千円

14億3,135万7千円
12億7,741万2千円

9億4,759万5千円
8億6,849万5千円

2億7,983万1千円
2億7,972万2千円

1億7,438万5千円
1億8,004万9千円

8億1,956万2千円
8億1,956万2千円

26億960万円
22億800万円

35億4,800万8千円
34億2,701万円

13億3,136万3千円
12億7,916万9千円

23億1,791万6千円
17億9,860万1千円

7億8,793万3千円
6億8,624万5千円

4億9,838万1千円
4億8,283万2千円

24億3,046万2千円
23億3,555万6千円

29億6,065万3千円
29億6,033万4千円

2億7,134万7千円
2億6,593万5千円

6億2,886万6千円
6億2,060万7千円

民生費
21.33％

衛生費
7.96％

農林水産業費
11.20％

土木費
4.27％

消防費
3.01％

教育費
14.54％

公債費
18.43％

商工費
1.66％

その他
3.86％

町税
10.87％

歳　入 歳　出

地方交付税
50.57％

国庫支出金
7.66％

県支出金
5.21％

分担金及び負担金
1.68％

使用料及び手数料
1.08％

繰越金
4.92％

町債
13.24％

7億6,066万7千円
7億9,453万2千円

その他
4.77％

90億 80億 70億 60億 50億 40億 30億 20億 10億 0

その他の支出

人件費

物件費

19.62％

0.88％9.95％

2.90％

18.43％

20.42％
7.11％

8.05％

12.64％

扶助費

補助費等

普通建設
事業費

公債費

繰出金

積立金

町からのお知らせ

その他の収入
地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金・株式等
譲渡所得割交付金・地方消費税交付金・自動車取得
税交付金・地方特例交付金・交通安全対策特別交付
金・財産収入・寄附金・繰入金・諸収入 その他の支出

議会費・諸支出金・災害復旧費

歳 入 総 額 166億7,172万1千円

歳 出 総 額 160億6,536万4千円

歳 入 歳 出 差 引 額 6億635万7千円

翌年度に繰り越すべき財源 2,386万2千円

実 質 収 支 5億8,249万5千円

その他の支出
維持補修費
災害復旧事業費
投資及び出資金
貸付金

※構成比はそれぞれの区分ごとに四捨五入している
ため、区分ごとの合計は100％にならないことがあ
ります。

一般会計の予算執行状況

性質別歳出
決算収支の状況

　  状況をお知らせします。
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特別会計の予算執行状況

⑴国民健康保険特別会計 ⑵介護保険特別会計 ⑶後期高齢者医療特別会計

予算額 38億5,262万8千円 予算額 29億3,307万8千円 予算額 2億7,720万円 
収入済額 38億6,608万6千円 収入済額 29億3,099万5千円 収入済額 2億8,096万3千円 
支出済額 38億3,486万7千円 支出済額 29億982万5千円 支出済額 2億7,150万7千円 
歳入歳出差引額 3,121万9千円 歳入歳出差引額 2,117万円 歳入歳出差引額 945万6千円 

⑷簡易水道特別会計 ⑸小規模下水道特別会計 ⑹浄化槽整備事業特別会計

予算額 2億8,727万2千円 予算額 1億5,514万3千円 予算額 1億3,598万9千円 
収入済額 2億8,599万7千円 収入済額 1億5,620万円 収入済額 1億3,529万5千円 
支出済額 2億8,047万2千円 支出済額 1億5,448万円 支出済額 1億3,464万8千円 
歳入歳出差引額 552万5千円 歳入歳出差引額 172万円 歳入歳出差引額 64万7千円 

⑺温泉事業等特別会計 ⑻旅客船特別会計

予算額 6,910万円 予算額 1,539万円
収入済額 6,912万4千円 収入済額 1,539万円
支出済額 6,780万5千円 支出済額 1,518万9千円
歳入歳出差引額 131万9千円 歳入歳出差引額 20万1千円

⑼上水道事業会計 ⑽病院事業会計
１．収益的収支 １．収益的収支

予算額
収入 4億8,320万円 

予算額
収入 6億2,236万4千円 

支出 4億8,320万円 支出 6億2,236万4千円 
収入済額 4億8,410万6千円 収入済額 5億5,129万9千円 
支出済額 4億7,451万7千円 支出済額 5億7,836万2千円 
歳入歳出差引額 958万9千円 歳入歳出差引額 △2,706万3千円

２．資本的収支 ２．資本的収支

予算額
収入 1億5,962万1千円 

予算額
収入 356万3千円 

支出 4億390万1千円 支出 2,578万5千円 
収入済額 8,236万2千円 収入済額 356万3千円 
支出済額 3億1,351万5千円 支出済額 2,576万2千円 
歳入歳出差引額 ※△2億3,115万3千円 歳入歳出差引額 ※△2,219万9千円

※上水道事業会計における資本的収入額が資
本的支出額に不足する額 231,153千円は、消
費税及び地方消費税資本的収支調整額 6,843
千円、過年度分損益勘定留保資金 133,164千
円、当年度分損益勘定留保資金 88,646千円及
び減債積立金 2,500千円で補填しました。

※病院事業会計における資本的収入額が資本
的支出額に不足する額 22,199千円は、消費税
及び地方消費税資本的収支調整額 1,227千円
及び過年度分損益勘定留保資金 20,972千円で
補填しました。

平成24年度 愛南町の財政　　

地方債・一時借入金の状況
（平成24年度末現在）

会　計
現在高

地方債
一時
借入金

一般会計 212億488万円 －
簡易水道特別会計 12億6,588万6千円 －
小規模下水道特別会計 11億5,624万7千円 －
浄化槽整備事業特別会計 9,840万円 －
上水道事業会計 23億6,779万9千円 －

計 260億9,321万2千円 －

※地方債現在高を町民１人当たりに
換算すると、約107万4千円になります
（平成25年3月31日現在の住民基本台帳
人口24,291人により算出）。
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健全化判断比率(4つの指標)は、次のとおりです

愛 南 町 実質赤字
比率（％）

連結実質赤
字比率（％）

実質公債費
比率（％）

将来負担
比率（％）

平成24年度
決 算 － － 12.1 34.1

平成2 3年度
決 算 － － 12.8 45.7

早期健全化
基 準 13.24 18.24 25.0 350.0 

財政再生
基 準 20.00 30.00 35.0 

　愛南町の指標の数値が、早期健全化基準や財政再
生基準を1つでも上回れば、財政健全化計画の策定が
義務付けられたり、地方債の起債が制限されたりす
るようになります。

愛南町の平成24年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します

　町の財政状況は、地方公共団体の財政の健

全化に関する法律により、右の財政指標で判

断されることとなっています。この法律は、

地方公共団体の財政の健全性に関する比率の

公表制度を設け、早期の段階で財政の規律強

化を図ることを目的としており、今までの

普通会計のみならず、特別会計や一部事務組

合、第三セクターなども対象としています。

財産の状況

⑴土地・建物 （平成24年度末現在） ⑵動産
区　分 土　地 建　物 区分 現在高

本庁舎 11,188.12㎡ 2,599.49㎡ 深浦浮桟橋 1個
その他の
行政機関

消防施設 1,841.44㎡ 1,026.77㎡ 青桐浅橋 1個
その他の施設 18,587.93㎡ 15,529.87㎡

公共用
財産

学校 343,644.30㎡ 84,411.08㎡ ⑶工作物
公営住宅 79,506.10㎡ 36,238.41㎡ 区分 現在高
公園 52,693.00㎡ 252.31㎡ 浄化槽 366基
その他の施設 676,604.67㎡ 94,055.77㎡

宅地 90,027.08㎡ 2,335.94㎡ ⑷出資金・出捐金
田畑 10,319.54㎡ － 6億3,790万5千円
山林 19,731,519.64㎡ －
その他 275,305.06㎡ 275.22㎡
合計 21,291,236.88㎡ 236,724.86㎡

⑸基金
区　分 現在高 区　分 現在高

財政調整基金 31億7,538万9千円 産業振興基金 1億1,962万8千円 
減債基金 5億9,851万2千円 諏訪公園管理基金 433万6千円 
地域福祉基金 7億5,489万円 西海ストックヤード管理基金 2,038万6千円 
公共施設整備基金 6億4,395万2千円 肉用牛貸付基金 1,932万2千円 
文化振興基金 1,019万3千円 高齢者等肉用牛貸付基金 722万5千円 
地域振興基金 2億4,811万4千円 地域活性化基金 27億6,000万円 
ふるさと創生基金 8,153万7千円 ふるさとづくり基金 739万5千円 
公営住宅建設基金 1,026万8千円 土地開発基金 1億182万円
水資源対策基金 2億5,257万7千円 国民健康保険財政調整基金 5,308万9千円 
中山間ふるさと水と土保全基金 4,960万1千円 介護保険給付費準備基金 812万5千円 
人材育成基金 6,657万1千円  
※基金現在高を町民１人当たりに換算すると、約37万円
になります（平成25年3月31日現在の住民基本台帳人口
24,291人により算出）。

計 89億9,293万円 
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◎各指標の対象となる会計等の範囲は、次のとおりです
健全化判断比率

一
般
会
計

普
通
会
計

特
別
会
計

公
営
事

業
会
計

一部事務組合
広域連合

地方公社
第三セクター

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

◎基準を超えた場合に義務付けられる内容は、
　次のようなものがあります
　各基準を1つでも超えると次のような義務が課せられます。

健全段階 早期健全化段階 財政再生段階

◎指標整
備と情報
開示の徹
底

４つの指標
について、
監査委員の
審査に付し
意見を付け
て議会に報
告し公表

◎自主的な改善
努力による財政
健全化

・財政健全化計画の
策定(議会の議決)、
外部監査の要求の義
務付け
・計画の実施状況を
毎年度議会に報告し
公表
・早期健全化が著し
く困難と認められる
ときは、総務大臣又
は知事が必要な勧告

◎国等の関与による確実
な再生
 

・財政再生計画の策定(議会の
議決)、外部監査の要求の義務
付け

・災害復旧事業等を除き、地方
債の起債を制限

・財政運営が計画に適合しない
と認められる場合等において
は、予算の変更等を勧告

健全財政 財政悪化

◎資金不足比率の内容は、次のとおりです

資金不足
比率

公営企業ごとの資金の不足額の事業規模
に対する比率をいいます。

※資金の不足額：流動負債＋建設改良費等以外の経費の財源に充
てるために起こした地方債の現在高－流動資産
※事業規模：営業収益の額－受託工事収益の額

◎４つの指標の内容は、次のとおりです

実質赤字
比 率

　実質収支（赤字の場合）の標準財政規
模に対する割合で、黒字であれば実質
赤字比率はなしと考えます。
※実質収支とは、歳入と歳出の差引額
から翌年度に繰り越すべき財源（繰越明
許費等）を控除したものです。

連結実質
赤字比率

　全会計を対象とした実質赤字（又は資
金不足額）の標準財政規模に対する比率
をいいます。

実質公債費
比 率

　一般会計等が負担する地方債の元利
償還金に加え、特別会計や一部事務組
合などへの公債費のための繰出金・補
助金等（準元利償還金）も含めた実質的
な公債費の標準財政規模（元利償還金等
に係る基準財政需要額算入額を除く。）
に対する比率（3か年平均）をいいます。

将来負担
比 率

　地方債現在高や退職手当の負担見込
額、第三セクター等に対する債務負担
見込額など、一般会計等が将来負担す
べき実質的な負債の標準財政規模（元利
償還金等に係る基準財政需要額算入額
を除く。）に対する比率をいいます。

※標準財政規模：地方公共団体の標準的な状態で通
常収入されるであろう一般財源の総額(規模)です。
　なお、愛南町における平成24年度の標準財政規模
（臨時財政対策債を含む。）は、105億8,623万4千円です。

資金不足比率（公営企業における指標）は、次の
とおりです

特別会計の名称 資金不足比率(%) 経営健全化基準(%)

上水道事業会計 －

20.0

病院事業会計 －

簡易水道特別会計 －

小規模下水道特別会計 －

浄化槽整備事業特別会計 －

旅客船特別会計 －

※資金不足比率が経営健全化基準を超えた場合は、健全化判断比
率が早期健全化基準を超えた場合に準じた対応が求められます。

◎指標の推移は、次のとおりです

実質公債比率の推移

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

16.9 16.4 15.2
13.8 12.8 12.1

％

平成
19年度

愛南町
早期健全化基準
財政再生基準

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
24年度

平成
23年度

将来負担比率の推移

119.2
98.7 75.8

45.7 34.152.3

400.0

350.0

300.0

250.0

200.0

150.0

100.0

50.0

0.0

％

平成
19年度

愛南町
早期健全化基準

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度
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「
愛
南
サ
ミ
ッ
ト
de
愛
イ
ベ

ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た

■
企
画
財
政
課
か
ら

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

平
成
25
年
　
第
３
回
町
議
会
定
例
会

■
議
会
事
務
局
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
松
山
経
済

研
究
会
（
十そ

ご

う河
嘉よ

し

彦ひ
こ

会
長
）
と

共
催
し
て
「
愛
南
サ
ミ
ッ
ト
de
愛
イ

ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
松
山
大
学
人
文

学
部
社
会
学
科
教
授
の
市
川
虎と

ら

彦ひ
こ

氏

や
、
霧
の
森
大
福
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
推
進
者
で
あ
る
株
式
会
社
や

ま
び
こ（
四
国
中
央
市
）の
平
野
俊と

し

己き

氏
を
お
招
き
し
た
講
演
会
や
愛
南

町
ふ
る
さ
と
親
善
大
使
で
あ
る
ソ
プ

ラ
ノ
・
シ
ン
ガ
ー
礼れ

奈な

さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
ほ
か
、
本
町
独
身
男
性
19

名
と
松
山
独
身
女
性
18
名
に
よ
る
出

会
い
イ
ベ
ン
ト
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
と
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
町
内

外
か
ら
多
く

の
方
に
ご
参

加

い

た

だ

き
、
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
で

は

７

組

の

カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
ま
し

た
。

　
本
庁
議
場
で
、
平
成
25
年
第
３
回

町
議
会
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
平
成
24
年
度
愛
南
町
の

健
全
化
判
断
比
率
と
公
営
企
業
会
計

に
係
る
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
続
い
て
平
成
24
年
度
一

般
会
計
、
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保

険
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
・
簡
易
水
道
・
小
規
模
下
水
道
・

浄
化
槽
整
備
事
業
・
温
泉
事
業
等
・

旅
客
船
）
歳
入
歳
出
及
び
事
業
会
計

（
上
水
道
・
病
院
）
の
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
一
般

会
計
、
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険

な
ど
３
会
計
）
及
び
上
水
道
事
業
会

計
の
補
正
予
算
の
ほ
か
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
サ
ー

バ
等
機
器
更
改
事
業
契
約
な
ど
請
負

契
約
に
つ
い
て
５
議
案
、
町
職
員
の

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

や
町
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
条
例

の
制
定
や
一
部
改
正
に
つ
い
て
７
議

案
の
計
17
議
案
を
原
案
可
決
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
任
期
満
了
に
伴
う

各
委
員
の
選
任
等
に
つ
い
て
、
人
権

擁
護
委
員
へ
の
金
子
敦あ

つ

子こ

氏
（
緑
甲
）

の
推
薦
を
適
任
と
し
、
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
河
島
益ま

す

水み

氏
（
城
辺
甲
）、田
中
幸こ

う

二じ

氏
（
広
見
）、

宮
内
正ま

さ

喜き

氏
（
柏
）
、
吉
見 

元
は
じ
め

氏
（
御

荘
平
城
）
、
猪
野
髙た

か

克か
つ

氏
（
福
浦
）
を

選
任
す
る
こ
と
及
び
教
育
委
員
会
委

員
に
深
堀 

毅
つ
よ
し

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宮
下
一い

ち

郎ろ
う

議
員
か
ら
提
出

さ
れ
た
「
道
州
制
導
入
に
反
対
す
る

 8/
   31

一
般
質
問

質
問
者

質  

問  

事  

項

渡
邊

知
彦

①
県
立
南
宇
和
病
院
を
守
る
た
め
の
署
名
運
動
に
つ
い
て

②
過
疎
債
の
利
用
に
つ
い
て

③
子
供
達
の
楽
し
か
っ
た
夏
休
み
に
つ
い
て

原
田

達
也

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
に
つ
い
て

②
渇
水
対
策
に
つ
い
て

草
木
原

由
幸

①
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

②
愛
南
町
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
推
進
状
況
及
び
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

西
口
　
孝

①
職
員
の
綱
紀
粛
正
に
つ
い
て

②
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
に
よ
る
町
お
こ
し
に
つ
い
て

③
宿
毛
湾
港
へ
の
自
衛
隊
基
地
誘
致
に
反
対
す
る
こ
と
に
つ
い
て

宮
下

一
郎

①
家
串
保
育
所
津
波
対
策
避
難
道
に
つ
い
て

②
小
中
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

③
新
給
食
セ
ン
タ
ー
壁
面
ひ
び
割
れ
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は
２
か
月
程

度
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 9/
   5～12

意
見
書
」
に
つ
い
て
は
採
択
と
し
ま

し
た
。
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愛
南
町
議
会
議
員
研
修
会
・

　
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た

■
議
会
事
務
局
か
ら

防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

■
防
災
対
策
課
か
ら

 8/
   23

　
愛
南
町
議
会
で
は
、
愛
媛
県
町
村

議
会
議
長
会
の
柏
原
準

ひ
と
し

次
長
を
講
師

に
迎
え
「
地
方
議
会
制
度
と
運
営
の

基
本
」
と
題
し
、
本
庁
会
議
室
で
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
特
に
議
員
の
権
限
と

義
務
（
議
員
の
発
言
）
に
つ
い
て
研
修

し
、
柏
原
次
長
が
「
発
言
が
自
由
で

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
ん
な
内

容
の
発
言
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
お
の
ず
と
会
議
の
ル
ー
ル
に

従
っ
た
節
度
の
あ
る
発
言
が
要
求
さ

れ
る
」
と
話
す
な
ど
、
今
後
の
議
会

で
の
発
言
の
あ
り
方
を
再
認
識
す
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
、
「
愛
南
町
議
会
議

員
・
愛
南
漁
協
役
員
・
久
良
漁
協

役
員
意
見
交
換
会
」
が
ホ
テ
ル
サ
ン

パ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
山
下
正ま

さ

敏と
し

議
長
の
「
漁
協
役
員
と
議
会
側
と

の
懇
談
会
を
開
き
、
水
産
業
の
現
状

を
把
握
し
今
後
の
議
員
活
動
に
役
立

て
た
い
」
と
の
発
案
に
よ
り
開
催
さ

れ
、
町
議
と
愛
南
、
久
良
両
漁
協
役

員
な
ど
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
、
愛
媛
大
学
南
予
水
産

研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
研
究
成
果
の

報
告
が
あ
っ
た
ほ
か
、
両
漁
協
が
組

合
の
概
要
に
つ
い
て
、
愛
南
町
水
産

課
が
平
成
25
年
度
の
港
湾
・
海
岸
事

業
概
要
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明

し
、
議
題
ご
と
に
質
疑
等
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
懇
親
会

で
は
、
今
後
の
愛
南
町
の
漁
業
、
水

産
業
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、

お
互
い
に
理
解
を
深
め
る
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
災
害
リ
ス
ク
へ
の
向
き
合
い

方
」
を
テ
ー
マ
に
御
荘
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
た
防
災
講
演
会
で
、

同
志
社
大
学
心
理
学
部
の
中な

か

谷や

内ち

一か
ず

也や

教
授
が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
中
谷
内
教
授
は
、
過
去
の
震
災

や
災
害
で
、
実
際
に
被
災
し
た
人
た

ち
が
と
っ
た
行
動
を
紹
介
し
、
「
被

災
時
は
心
理
的
に
視
野
が
狭
く
な
る

た
め
、
震
災
に
備
え
て
慌
て
る
前
提

で
準
備
を
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
話

し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

に
伴
う
大
津
波
を
経
験
し
た
り
、
そ

の
際
の
津
波
高
が
数
ｍ
〜
十
数
ｍ
と

報
道
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
で
、
そ
れ

以
下
の
津
波
な
ら
危
険
性
が
低
い
の

で
は
な
い
か
、
と
誤
っ
て
認
識
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
し
、
「
東
日

本
大
震
災
の
大
津
波
は
、
教
訓
と
な

る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
人
々
を
津

波
に
対
し
て

脆ぜ
い
じ
ゃ
く弱

に
し

て
し
ま
っ
て

い
る
か
も
し

れ
な
い
」
と

指
摘
し
ま
し

た
。

　
講
演
に
続
き
、
愛
媛
大
学
防
災
情

報
研
究
セ
ン
タ
ー
の
森
伸し

ん

一い
ち

郎ろ
う

准
教

授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、
鷹
野
正ま

さ

志し

さ
ん（
町
消
防
団 

団
長
）、
中
平
英ひ

で

明あ
き

さ
ん
（
町
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会 

会
長
）、
本
多

ゆ
う

三ぞ
う

さ
ん（
南
宇
和

郡
公
民
館
連
絡
協
議
会 

会
長
）
や
防

災
対
策
課
職
員
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
取
組
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

 9/
    9
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ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
「
若
者
し
ご
と
相
談
会
」
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

愛
大
医
学
生
が
愛
南
町
の
地
域
医
療
を
学
び
ま
し
た

■
保
健
福
祉
課
か
ら

体
力
・
運
動
能
力
調
査
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　
愛
南
町
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
月
一
度
、
専
門
の
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
「
若
者
し

ご
と
相
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
仕
事
に
対
す
る
不
安
や
悩
み
、
履

歴
書
や
面
接
、
就
職
活
動
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
就
職
や
仕
事
に

か
か
わ
る
様
々
な
相
談
を
個
別
に
お

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
15
歳
か
ら
44
歳
く
ら
い
ま

で
の
方
と
そ
の
保
護
者
・
教
職
員
の

方場
所
　
愛
南
町
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
城
辺
社
会
福
祉
会
館
２
階
）

※
直
近
の
開
催
日
は
、
10
月
16
日

（
水
）
で
す
。
時
間
や
11
月
以
降
の
開

催
日
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
求
人
・
雇
用
に
関
す
る
情
報
提
供

に
つ
い
て
】

　
平
成
25
年
９
月
か
ら
、
求
人
情
報

な
ど
求
人
・
雇
用
に
関
す
る
情
報
を

愛
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
本
町
で
就
職
活
動
を
さ

れ
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　

　
愛
南
町
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
７
２
―

１
２
４
４

　
８
月
19
日
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
愛
媛
大
学
医
学
部
の
医
学
科
や

看
護
学
科
の
学
生
を
対
象
に
「
愛
南

町
の
医
療
を
考
え
る
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
考
え
る
会
で
は
、
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

町
長

と
坂
本
和か

ず

美み

保
健
福
祉
課
長
が
、
愛

南
町
の
豊
か
な
風
土
を
紹
介
し
た
ほ

か
本
町
の
地
域
医
療
の
現
状
を
説
明

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
県
立
南
宇
和

病
院
の
鶴
岡
高た

か

志し

院
長
や
御
荘
病
院

の
長
野
敏と

し

宏ひ
ろ

院
長
ほ
か
５
名
の
先
生

方
が
愛
南
町
で
の
医
療
活
動
に
お
け

る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

講
演
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
町
で
社
会
医
学
実
習
を

行
う
医
学
科
４
回
生
が
、
８
月
21
日

に
開
催
さ
れ
た
御
荘
夏
祭
り
で
、
地

元
団
体
に
加
わ
っ
て
樽
み
こ
し
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
、
地
元
住
民
と
親

交
を
深
め
ま
し
た
。

　
将
来
の
医
療
を
担
う
学
生
た
ち
が

愛
南
町
で
過
ご
し
た
時
間
は
、
本
町

の
地
域
医
療
に
つ
い
て
学
ん
だ
だ
け

で
な
く
、
地
元
の
文
化
や
温
か
い
人

情
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
意
義
深

い
時
間
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

  

税
務
課
等
か
ら

10
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

町

県

民

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

5期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

4期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

日
時
　
10
月
17
日（
木
） 

18
時
30
分
〜

場
所
　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館

対
象
者
　
20
〜
64
歳
ま
で
の
男
女

種
目
　
握
力
、
反
復
横
と
び
、
往
復

持
久
走
な
ど
計
６
種
目

問
合
せ

　

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
２
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行
政
相
談
週
間
と
特
設
行
政
相
談

所
の
開
設
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
に
つ
い
て

■
財
産
管
理
課
か
ら

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、
10
月
21
日
（
月
）

か
ら
27
日
（
日
）
ま
で
の
一
週
間
を

「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
全
国

的
に
各
種
行
事
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
本
町
で
も
、
総
務
省
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
行
政
相
談
委
員
と
愛
媛
行
政
評

価
事
務
所
の
担
当
者
が
次
の
と
お
り

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
９
日（
水
）13
時
〜
15
時

場
所
　
城
の
辺
学
習
館

相
談
内
容
　
年
金
、
医
療
保
険
、
社

会
福
祉
、
生
活
衛
生
、
雇
用
・
労
災

保
険
、
登
記
、
交
通
安
全
な
ど

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。

【
愛
南
町
の
行
政
相
談
委
員
】

　
木
　
谷
　
貞さ

だ

　
捷か

つ

　（
柏
）

　
坂
　
尾
　
英え

い

　
治じ

（
御
荘
和
口
）

　
黒
　
澤
　
民た

み

　
彦ひ

こ（
城
辺
甲
）

　
宮
　
下
　
建た

て

　
夫お

（
小
　
山
）

　
山
　
岡
　
島し

ま

　
子こ

（
船
　
越
）

問
合
せ

　

　
総
務
課 

℡
７
２
―

１
２
１
１

種別 住宅名称及び所在地 構造等 間取り 月額家賃 駐車場 地デジ受信

公
　
営
　
住
　
宅

中原住宅（2階1号室）
城辺甲78番地

RC造3階建
（築42年）

3DK
41.8㎡

7,800円～
11,700円 有

三島団地1号棟（1階4号室）
城辺乙669番地

RC造4階建
（築39年）

3DK
53.9㎡

8,200円～
12,200円 有

三島団地2号棟（1階4号室、3階2号室）
城辺乙669番地 

RC造3階建
（築39年）

3DK
53.7㎡

8,200円～
12,200円 有

中原団地（3階1号室） 
城辺甲10番地3  

RC造3階建
（築17年）

3LDK
75.4㎡

22,500円～
33,500円 有

猪ノ尻西団地A-2棟（3階2号室）
御荘平城2392番地2

RC造3階建
（築34年）

3DK
57.7㎡

12,000円～
18,000円 有

東猪ノ尻団地北棟（1階7号室）
御荘平城2490番地1

RC造3階建
（築26年）

3DK
60.8㎡

15,600円～
23,200円 有

中浦団地（2階5号室、3階7号室）
中浦1677番地1

RC造3階建
（築35年）

3DK
56.3㎡

9,100円～
13,600円 有

家串団地1号棟（2号室） 
家串1154番地 

CB造2階建
（築35年）

3DK
61.3㎡

10,500円～
15,700円 無 ※

吉良ノ岡団地1号棟（2号室）
柏1380番地3

木造2階建
（築24年）

3DK
66.2㎡

11,900円～
17,800円 有 ※

船越東第2団地 (2階1号室)
船越469番地

RC造3階建
（築26年）

3DK
64.1㎡

14,000円～
20,800円 有 ※

※ テレビ難視聴地域ですので、ケーブルテレビ等への加入が必要です。

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
公
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要

①
単
身
者
で
も
申
込
み
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
世
帯
を
有
し
て
い
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

②
入
居
に
は
、
連
帯
保
証
人
が
２
名
必
要
と
な
り
、

敷
金
は
、
月
額
家
賃
の
３
か
月
分
、
共
益
費
は
別
途

必
要
で
す
。
な
お
、
入
居
ま
で
多
少
時
間
の
か
か
る

住
宅
も
あ
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　
10
月
15
日（
火
）〜
24
日（
木
）

入
居
者
資
格

（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。）

①
住
宅
に
お
困
り
の
方
、町
内
に
居
住
を
希
望
す
る

方※
持
ち
家
の
あ
る
方
は
原
則
と
し
て
申
込
資
格
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
特
別
な
事
情
の
場
合
は
別
途
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。た
だ
し
、公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
る

方
は
、
公
営
住
宅
へ
の
入
居
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は
「
暴
力
団
員
に
よ
る

不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第

６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
い
ま
す
。

④
収
入
基
準（
月
額
所
得
） 
15
万
８
千
円
以
下

申
込
み

　
各
住
宅
ご
と
で
の
申
込
み
と
な
り
、
財
産
管
理
課

又
は
各
支
所
で
入
居
の
申
込
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

問
合
せ

　
財
産
管
理
課 

℡
７
２
―

７
３
１
０
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愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
芋
ほ
り
体
験
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
あ
い
な
ん
〝

活
き
生
き
〞
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
愛
南
ま
る
ゴ
チ
秋
の
味
覚
祭
」
を
開
催
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

※写真はイメージです。

サスケチャレンジ

山田 隆夫さん

　
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
　
10
月
26
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜（
雨
天
中
止
）

場
所
　
緑

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　

　
　
　
　
１
，０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ  

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
独
居

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加
し
、

家
庭
内
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
の

力
が
弱
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
愛

南
町
で
は
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
を
共
に
考
え
て
い
こ

う
と
、
「
あ
い
な
ん
〝
活
き
生
き
〞

推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
「
笑

点
」
で
お
な
じ
み
の
山
田
隆た

か

夫お

さ
ん

が
「
笑
い
は
健
康
長
寿
の
も
と
」
と

題
し
た
講
演
を
行
う
ほ
か
、
「
ひ
ま

わ
り
一
座
」
に
よ
る
啓
発
劇
や
介
護

予
防
に
関
す
る
各
種
パ
ビ
リ
オ
ン
を

設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

日
時
　
10
月
20
日（
日
） 

　
　
　
12
時
30
分
〜
16
時

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  

℡
７
２
―

７
３
２
５

　
食
欲
の
「
秋
」
に
、
今
流
行
の
ご

当
地
グ
ル
メ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
愛
南
ま
る
ゴ
チ
秋
の
味
覚
祭
」
を

開
催
し
ま
す
。「
今
治
焼
豚
玉
子
飯
」

や
「
四
万
十
牛
コ
ロ
ッ
ケ
」
な
ど
四

国
４
県
の
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
の
ほ

か
、
あ
の
有
名
な
「
富
士
宮
焼
き
そ

ば
」
も
出
店
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
が

楽
し
め
る
「
ふ
わ
ふ
わ
遊
具
」
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
13
日（
日
） 

　
　
　
９
時
30
分
〜
15
時

　
　
　（
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止)

場
所
　
レ
ク
ザ
ム
愛
南
工
場 

敷
地

内 

※
約
６
０
０
台
収
容
で
き
る
駐

車
場（
無
料
）が
あ
り
ま
す
。

内
容

　
四
国
Ｂ
級
（
ジ
ビ
エ
）
ご
当
地
グ
ル

メ
ゾ
ー
ン
、
第
３
回
愛
な
ん
う
ま
い

も
ん
コ
ン
テ
ス
ト
、
な
ー
し
く
ん

＆
に
ゃ
ん
よ
と
一
緒
！
撮
影
会
、
う

り
坊
レ
ー
ス
、
サ
ス
ケ
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
有
料
。
ご
利
用
に
な
れ
る
の
は
、

小
学
生
３
年
生
以
下
で
す
。）  

そ
の
他
、
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
満
載

で
す
。

問
合
せ

　

　
商
工
観
光
課 
℡
７
２
―

７
３
１
５
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けします。

※1回の相談人数は8人まで

で事前予約が必要です。定員

に達した場合は受付を終了

します。

　１１月１２日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　１０月１２日（土）・２３日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

「
で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

文
化
芸
術
体
験
事
業
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
で

本
物
の
芸
術
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

■
生
涯
学
習
課
か
ら

む
し
歯
０
本
、

　
　
　
お
め
で
と
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

愛
南
町
戦
没
者
追
悼
式
の
お
知
ら
せ

■
保
健
福
祉
課
か
ら

　
人
権
と
福
祉
の
理
解
を
深
め
る
ま

ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
「
で
あ
い 

ふ

れ
あ
い 

愛
南
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」

を
開
催
し
ま
す
。
講
演
、
バ
ザ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
う
ほ
か
、

日
本
ダ
ウ
ン
症
協
会
愛
媛
支
部
の
皆

さ
ん
を
招
き
、「
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」（
ダ

ウ
ン
症
の
人
た
ち
で
結
成
し
て
い
る

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
）
の
ダ
ン
ス
で
会
場

の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

　
10
月
11
日（
金
）18
時
30
分
〜
20
時 

　（
こ
こ
ろ
の
健
康
大
学
）

　
10
月
12
日（
土
）10
時
〜
14
時

　
（
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
、
人
権

を
考
え
る
町
民
の
集
い
）

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
愛
南
町
で
は
「
次
代
を
担
う
子

ど
も
の
文
化
芸
術
体
験
事
業
」
の

一
環
で
、
本
町
出
身
の
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
奏
者
吉
本
宗し

ゅ
う
じ司

さ
ん
を
招
き
、
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。
一
般
の
方
も
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

日
時
　
10
月
18
日（
金
） 

10
時
30
分
〜

場
所
　
長
月
小
学
校
体
育
館

　
ま
た
、
翌
日
（
19
日
）
に
は
御
荘
文

化
セ
ン
タ
ー
で
「
第
５
回
愛
南
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
方
法
等

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課 
℡
７
３
―

１
１
１
１

　
愛
南
町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お

子
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
に
実
施
し
た
５
歳
児
健
診

で
は
、
19
名
の
受
診
者
の
う
ち
９

名
の
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　
次
の
日
程
で
「
平
成
25
年
度
愛
南

町
戦
没
者
追
悼
式
」
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
　
10
月
17
日（
木
） 

11
時
〜
12
時

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

渡
　
邊
　
魁か

い

　
斗と 

く
ん（
家
　
串
）

山
　
下
　
瑛あ

き

　
大と 

く
ん（
御
荘
平
城
）

都
　
築
　
奏か

な

　
人と 

く
ん（
御
荘
長
月
） 

澤
　
近
　
百も

も

　
花か 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）

福
　
島
　
志し

生い

凪な 

ち
ゃ
ん（
一
本
松
）

福
　
島
　
昊た

い

　
虎が 

く
ん（
一
本
松
）

古
　
川
　
彩り

　
麻お 

ち
ゃ
ん（
満
　
倉
）

松
　
浦
　
仁ひ

と

　
美み 

ち
ゃ
ん（
中
　
泊
）

太
　
田
　
奈な

　
都つ 

ち
ゃ
ん（
久
　
家
）
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医療費助成制度についてお知らせします
■町民課から

「
ふ
る
さ
と
一
本
松
祭
」
を

開
催
し
ま
す

■
一
本
松
支
所
か
ら

重度心身障害者医療費助成制度 母子家庭医療費助成制度

内　　容
重度心身障害の方が医療機関で受診した場

合に医療費の一部を助成する制度です。

母子家庭の方が医療機関で受診した場合に

医療費の一部を助成する制度です。

対　　象

①身体障害者手帳1級・2級の交付を受けて

いる方

②療育手帳A判定の交付を受けている方

③身体障害者手帳3級～6級に該当し、療育

手帳B（医）判定の交付を受けている方

①母子家庭の母及び20歳未満の子ども

②母子家庭の20歳以上の子で大学等に在学

中の方

③準母子家庭（祖母と孫、姉と弟妹）

※①～③の対象者のうち、子どもの生計を

維持していること、母親に所得税が課税さ

れていないことが条件です。

申請に必

要なもの

健康保険証、印鑑、身体障害者手帳又は療

育手帳

健康保険証、印鑑、転入の場合は前住所地

の所得課税証明書、子が20歳以上の場合は

在学証明書

※前年度非該当の方で、年度が変わり扶養

や収入等の増減によって所得税が非課税に

なった場合、新たに申請が必要です。

病院にか

かるとき

医療機関窓口に健康保険証と重度心身障害

者医療費受給者証を提示してください。

医療機関窓口に健康保険証と母子家庭医療

費受給者証を提示してください。

愛媛県外の病院にかかるときは、一旦窓口で医療費を支払い、後日役場の担当窓口で償

還払いの申請をしてください。申請期限は診療の翌月から起算して6か月以内です。

届出が必

要なとき

・住所や氏名が変わったとき

・障害認定等級の変更があったとき

・更新手続きのとき  など

・住所や氏名が変わったとき

・子どもが20歳に達したとき

・更新手続きのとき  など

注意事項

他の公的医療制度（特定疾患、自立支援医療

など、国や県の制度）の資格をお持ちの場

合、そちらが優先されますので、医療機関

窓口では「健康保険証、重度心身障害者受

給者証」のほか、ご自身がお持ちの受給者

証も提示してください。

所得税は当分の間、年少扶養控除等廃止前

の規定を適用する経過措置を設けていま

す。所得税の判定は、控除廃止前の規定に

よって再計算するため、源泉徴収票等で課

税状態である方も該当する場合があります

ので、お気軽にご相談ください。

問合せ 　町民課 ℡７２ ―７３００

　
秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
「
ふ
る

さ
と
一
本
松
祭
」
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。
会
場
で
は
、
コ
ス
モ
ス
が
色

鮮
や
か
に
咲
き
乱
れ
る
中
、
各
種
団

体
に
よ
る
物
産
販
売
や
闘
牛
大
会
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
福
浦 

風
の
子
太
鼓
」
や
『
羅ら

り
瑠る

れ
櫓ろ

連れ
ん

』

（
大
洲
市
）に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」

が
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、
宇
和
島
市
出

身
の
歌
手 

空そ
ら

大た
い

樹き

さ
ん
の
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
20
日（
日
） 

10
時
〜
15
時

場
所
　
広
見
地
区
田
園

問
合
せ

　

　
一
本
松
支
所 

℡
８
４
―

２
２
１
１
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　
　
― 
国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す 

―

■
町
民
課
か
ら

予
防
接
種
で
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を

■
保
健
福
祉
課
か
ら

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額

免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）

や
、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が

あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た

方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳

か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
の
受
取
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
遡
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納

め
る（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け

ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
さ
れ
る

と
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

◇
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
残

り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納
で
き
ま
せ

ん
。

◇
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
期
間
」
が
「
法
定
免
除
・
申

請
免
除
期
間
」
よ
り
先
に
経
過
し
た

（
古
い
）
月
分
で
あ
る
場
合
は
、
「
若

年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期

間
」
が
優
先
し
ま
す
。

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
年
金
一
日
相
談

 

○
10
月
17
日（
木
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

◇
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
期
間
」
よ
り
先
に
経
過
し
た
月

分
で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
を
優
先

し
て
納
め
る
か
本
人
が
選
択
で
き
ま

す
。

◇
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
期
間
」
の
中
で
は
、
先
に
経
過

し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◇
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

の
中
で
は
、
先
に
経
過
し
た
月
分
か

ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
追
納
の
お
申
込
み
・
ご
相
談
は
、

宇
和
島
年
金
事
務
所
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
４
４
０
）へ

問
合
せ

　

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
こ
れ
か
ら
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
時
期
で
す
。
感
染
予
防

に
は
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。
接
種

後
、
ワ
ク
チ
ン
の
免
疫
が
で
き
る
ま

で
に
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
12
月
中
旬
頃
ま
で
に
早
め
の
接

種
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
①
人
ご

み
に
近
づ
か
な
い
、
②
手
洗
い
、
③

う
が
い
、
④
マ
ス
ク
の
着
用
と
い
っ

た
感
染
予
防
の
基
本
を
普
段
か
ら
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
事
業
】

対
象
者
　

・
65
歳
以
上
の
方

・
60
〜
64
歳
ま
で
で
、
病
気
に
よ
り

身
の
周
り
の
生
活
に
極
度
の
制
限
が

あ
る
方
（
病
気
等
を
証
明
す
る
障
害

者
手
帳
や
主
治
医
の
指
示
書
が
必
要

で
す
。）

接
種
期
間
　

　
10
月
15
日（
火
）〜
12
月
31
日（
火
）

接
種
料
金

　
全
額
公
費
負
担 

※
事
前
に
申
込

み
が
必
要
で
す
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
補
助
事
業
】

対
象
者

　
愛
南
町
に
住
所
の
あ
る
６
か
月
以

上
64
歳
以
下
の
方

補
助
額
　
接
種
料
金
実
費
負
担
額
の

う
ち
、
上
限
１
，
０
０
０
円
を
補
助

し
ま
す
。

申
請
方
法

　
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
城
辺
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
又
は
各
支
所
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
必
要
書
類

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
（
申
請
窓

口
に
あ
り
ま
す
。）

②
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書

（
接
種
者
氏
名
・
接
種
日
・
予
防
接

種
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

③
印
鑑

④
振
込
口
座
の
わ
か
る
通
帳
な
ど

申
請
期
限

　
予
防
接
種
を
受
け
た
日
か
ら
１
年

以
内

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２


